
「
宇
品
い
」

の
通
時
的
変
化

抄

録

打
消
推
量
の
助
動
詞
「
ま
い
」
は
、
室
町
期
に
形
成
さ
れ
、
当
初
、
同
じ
打

消
推
量
の
助
動
調
ブ
ま
じ
〉
ま
じ
い
」
「
じ
」
と
共
存
し
た
が
、

や
が
て
そ

れ
ら
も
「
ま
い
」
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
た
。
そ
の
統
合
の
役
割
を
担
っ
た

「
ま
い
」
の
通
時
的
変
化
を
、
他
の
推
量
の
助
動
詞
と
の
対
応
性
、
お
よ
び
、

推
量
体
系
の
通
時
的
変
化
と
絡
め
て
、
意
義
別
に
た
ど
る
試
み
で
あ
る
。
室

町
期
に
見
ら
れ
た
「
打
消
推
定
」
や
、
「
不
適
当
」
「
不
当
」
な
ど
の
観
念
的

一
、
は
じ
め
に

古
代
語
以
来
、
打
消
推
量
の
助
動
詞
に
は
、
「
じ
」
と
「
ま
じ
L

が
あ
っ
た
。

中
世
に
な
っ
て
、
「
ま
じ
L

の
基
本
形
は
「
ま
じ
い
」
に
変
化
し
た
。
助
動
詞

「
ま
い
」
は
、

そ
の
「
ま
じ
い
L

を
も
と
に
、
室
町
期
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
結
果
、
中
世
室
町
期
の
口
語
に
は
、
「
ま
じ
い
」
「
ま
い
」
「
じ
」
の
三

語
の
打
消
推
量
の
助
動
詞
が
共
存
し
た
が
、
「
ま
じ
〉
ま
じ
い
」
と
「
じ
」
は
や
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山

完

口

意
義
は
か
な
り
急
速
に
失
わ
れ
、
近
世
を
通
じ
て
維
持
さ
れ
た
の
は
「
打
消

推
量
」
「
打
消
意
志
」
「
禁
止
」
の
一
二
義
と
概
言
で
き
る
。
明
治
大
正
期
頃
を

境
に
、
打
消
と
推
量
と
に
別
語
を
併
用
す
る
「
な
い
だ
ら
う
」
な
ど
の
言
い

方
と
の
交
替
も
め
だ
ち
は
じ
め
、
次
第
に
弱
体
化
す
る
様
子
に
も
言
及
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

「
ま
い
」
、
「
う
」
、
打
消
推
量
、
禁
止
、
助
動
詞

が
て
こ
の
新
語
の
「
ま
い
」
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
意
味
で
「
ま

い
」
の
通
時
的
変
化
は
、
推
量
の
助
動
詞
の
体
系
的
な
変
化
の
中
で
、
打
消
推
量

の
助
動
詞
が
一
つ
に
統
合
さ
れ
て
い
く
歩
み
で
あ
り
、

そ
の
一
つ
も
や
が
て
衰
退

し
て
い
く

そ
の
よ
う
な
変
化
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

室
町
末
期
の
口
語
に
お
け
る
「
ま
い
」
に
つ
い
て
は
、

そ
の
意
義
・
用
法
が

「
宇
品
↑
)
〉
辛
子
じ
い
」
、

お
よ
び
「
じ
」

の
そ
れ
と
ど
の
よ
う
な
相
対
関
係
に
あ
っ
た

か
を
、
す
で
に
検
討
し
た
(
「
『
天
草
版
平
家
物
語
』
の
「
ま
じ
い
」
と
「
ま
い
」

)L 



「
ま
い
」
の
通
時
的
変
化
(
山
口
完

|
|
原
文
と
の
対
照
か
ら
見
た
打
消
推
且
一
旦
の
助
動
詞
統
合
の
歩
み
|
|
」
〈
以
下
、
前

稿
と
呼
ぶ
〉
)
。
当
時
の
口
語
訳
で
あ
っ
た

『
天
草
版
平
家
物
語
』
(
以
下
、

天
草
版

平
家
と
略
称
す
る
)

の
「
ま
い
」
に
は
、
原
文
と
見
込
め
る
本
文
と
の
対
応
上
、

「宇品ド)」

の
訳
語
も
「
じ
」

の
訳
語
も
多
い
。
意
義
別
の
用
例
分
布
で
は
、
「
ま
じ

い
」
と
の
共
通
度
も
高
い
が
、

「
じ
」
と
共
通
す
る
意
味
領
域
で
は
「
じ
」
と
の

共
通
度
も
高
く

に
お
い
て
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
両
助
動
詞
の
統

「土品↑)い」

人
口
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
適
応
性
も
、
す
で
に
う
か
が
え
る
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
前
稿
に
検
討
し
た
室
町
期
の
「
ま
い
」
の
意
義
・
用
法
を
、

他
の
文
献
の
用
例
に
よ
っ
て
も
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
、
そ
の
意
義
・

用
法
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
を
、
対
応
す
る
推
量
の
助

動
詞
「
う
」
な
ど
の
体
系
的
な
変
化
と
も
絡
め
て
た
ど
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

こ
こ
で
は
、

「宇品い」

の
意
義
は
、
前
稿
に
お
い
て
「
打
消
推
定
〉
打
消
推
量
」
「
打
消
意

宝
仙
」
「
不
適
当
」
「
不
当
・
禁
止
」
に
大
別
し
た
。
そ
の
分
類
は
、

天
草
版
平
家
に

お
け
る
訳
語
と
し
て
の
「
ま
い
」
「
ま
じ
い
」
「
じ
」

の
意
義
別
用
例
分
布
と
原
文

の
「
ま
じ
」
「
じ
」

の
そ
れ
と
を
、
相
互
に
比
較
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で

は
そ
の
よ
う
な
他
語
と
の
比
較
は
目
的
と
し
な
い
が
、
「
ま
い
」
が
フ
ま
じ
〉
ま

じ
い
」
と
「
じ
」
を
統
合
し
て
、

そ
の
二
語
に
取
っ
て
替
わ
る
体
系
的
な
変
化
に

照
ら
せ
ば
、

お
よ
び
、
「
じ
」
の
意
義
と
の
関
連

こ
こ
で
も
「
ま
じ
〉
ま
じ
い
L

、

つ
い
て
は
、

の
意
義
分
類
に

こ
こ
で
も
原
則
的
に
前
稿
の
分
類
に
従
い
、
「
打
消
推
定
〉
打
消
推

性
は
や
は
り
重
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
意
味
で
、

2
ま
い
」

量一」、

「
打
消
意
志
L

、
「
不
適
当
」
「
打
消
勧
誘
」
、

「
不
当
」
「
禁
止
」
に
大
別
す
る

こ
と
に
す
る
。
こ
の
う
ち
、
「
不
適
当
」
と
並
置
し
た
「
打
消
勧
誘
」
を
前
稿
に

立
て
な
か
っ
た
の
は
、

そ
の
対
象
と
し
た
天
草
版
平
家
に
用
例
が
な
か
っ
た
た
め

O 

で
あ
る
。
「
ま
い
」
の
前
身
と
も
一
六
一
口
う
べ
き
「
ま
じ
」
に
は
、
「
べ
し
」
の
「
適

当
L

と
両
立
す
る
「
勧
誘
」
に
対
応
し
て
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

「
ま
い
」
の
通
時
的
変
化
を
た
ど
る
に
は
、
用
例
は
わ
ず
か
で
も
、
そ
の
意
義
を

認
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
前
稿
の
「
不
当
・
禁
止
」
を
「
γ
小

当
」
と
「
禁
止
」
に
切
り
離
す
の
も
、

「
不
適
当
」
と
「
打
消
勧
誘
」
の
関
係
に

そ
の
分
類
に
よ
る
意
義
の
別
に
、

傾
向
の
時
期
的
な
推
移
を
た
ど
っ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

用
例
の
分
布
や
意
味

準
じ
て
で
あ
る
。
ま
ず
、

一一、
「
打
消
推
定

V
打
消
推
量
」
、

「
打
消
意
志
」

ま
ず
、
「
打
消
推
定
〉
打
消
推
量
」

の
怠
義
は
、
論
理
的
に
当
然
の
意
味
あ
い

の
強
い
、
助
動
詞
「
ま
じ
」

の
打
消
推
定
に
近
い
あ
り
ょ
う
か
ら
、
主
体
の
主
観

的
な
想
像
力
に
依
存
す
る
、
打
消
推
量
を
担
っ
た
助
動
詞
「
じ
」
に
近
い
あ
り
よ

う
を
、
連
続
す
る
形
で
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

7
ま
じ
」

の
そ
れ
に

近
い
側
面
は
「
打
消
推
定
L

、

の
そ
れ
に
近
い
側
面
は
「
打
消
推
量
」
と
呼

「
ド
レ

L

ぶ
こ
と
に
す
る
。
「
打
消
推
定
」

の
意
義
に
は
、
当
然
の
意
味
あ
い
の
強
さ
に
応

じ
て
、

「
:
:
:
す
る
は
ず
は
な
い
」
な
ど
と
主
体
の
推
定
す
る
作
用
的
な
意
義
の

み
で
な
く
、

む
し
ろ
よ
り
客
観
的
な
事
柄
自
体
の
、
「
:
:
:
す
る
は
ず
の
な
い
あ

り
ょ
う
」
と
も
い
う
べ
き
、
対
象
的
な
意
義
の
両
立
に
も
、
特
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

そ
の
「
打
消
推
定
」
と
い
う
表
示
の
し
か
た
は
、

レ
t
F
N
Y

通
説
的
な
立
場
に
沿
っ
て
、
便
宜
そ
の
作
用
的
意
義
の
み
を
表
示
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

の
意
が
特
に
め
だ
っ
用
法
に
は
、
次
に
一
不
す
例
仙
の
よ
う
に
実

質
名
詞
に
か
か
る
連
体
法
が
あ
る
。

「
打
消
推
定
L



山
王
ノ
身
デ
セ
マ
イ
フ
ル
マ
イ
ヲ
ス
ル
ハ
、
此
ハ
ツ
メ
ハ
謀
叛
ヲ
可
起
ゾ
ト
云

ソ"

史
記
抄
・
准
南
衡
山
列
伝
・
一
四
日
ウ

-
山
雀
烈
ガ
銭
デ
ナ
ル
マ
イ
官
ナ
ド
ニ
ア
ガ
リ
、

ナ
ル
マ
イ
コ
ト
ヲ
モ
ゼ
ニ
デ
シ

ナ
イ
タ
ゾ
。
サ
ル
ホ
ド
ニ
、
在
ガ
ト
ヲ
レ
パ
、

ゼ
ニ
ク
サ
イ
ト
人
ガ
一
五
タ
ゾ
。

玉
塵
・
一
日
ウ

こ
の
よ
う
に
実
質
名
詞
に
か
か
る
純
然
た
る
連
体
法
に
は
、
主
体
に
よ
る
推
定

の
作
用
よ
り
も
、
下
の
体
言
と
の
装
定
関
係
に
お
い
て
、

そ
の
体
言
に
よ
っ
て
指

示
さ
れ
る
物
事
の
「
:
:
:
す
る
は
ず
の
な
い
あ
り
ょ
う
」
と
い
う
、

一
般
的
・
観

念
的
・
対
象
的
な
意
義
の
ほ
う
が
め
だ
ち
や
す
い
。
し
か
し

こ
の
種
の
連
体
法

の
例
は
、
中
世
室
町
期
に
も
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
し
、
近
世
以
降
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
く
な
る
。

推
量
の
助
動
詞
の
体
系
的
な
あ
り
ょ
う
か
ら
見
れ
ば
、
古
代
語
以
来
、

そ
の
よ

う
な
推
定
作
用
と
観
念
的
・
対
象
的
な
意
義
と
の
両
立
性
に
富
む
助
動
詞
に
は
、

打
消
の
意
を
含
ま
な
い

「
べ
し
」
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
中
世
の
口
語
に
お
い
て

「
べ
し
」
は
す
で
に
衰
退
に
向
か
い
、
そ
の
後
身
性
を
有
す
る
「
う
ず
」
も
、
近

世
以
降
衰
退
す
る
。
そ
れ
ら
の
衰
退
現
象
と
の
対
応
関
係
か
ら
も
、
「
打
消
推
定
」

性
の
顕
著
な
「
ま
い
」

の
連
体
法
の
急
速
な
衰
退
は
領
け
る
こ
と
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、

一
口
に
連
体
法
と
い
っ
て
も
、
辞
的
機
能
を
兼
ね
や
す
い
形
式
名

詞
に
か
か
る
そ
れ
は
、
近
世
以
降
に
も
か
な
り
見
出
せ
る
。
そ
の
中
で
も
、
次
の

よ
う
な
「
ま
い
も
の
で

(
も
)
な
い
」
と
い
う
言
い
方
な
ど
は
、

さ
ら
に
打
消
と

共
起
す
る
そ
の
二
重
否
定
に
よ
っ
て

一
つ
の
肯
定
的
な
可
能
性
を
よ
り
観
念
的

に
確
認
す
る
慣
用
句
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
慣
用
句
に
お

け
る
「
ま
い
」
に
は
、
な
お
当
然
の
意
味
あ
い
の
推
定
的
な
働
き
も
残
っ
て
い
る
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と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

よ

お

も

凶
い
や
な
男
な
ど
に
逢
ふ
と
き
、
他
の
男
の
来
た
れ
か
し
な
ど
思
や
る
こ
と
、

あ
る
ま
い
物
で
な
い
。
(
仮
・
難
波
鉦
・
二
)

も
し

-
若
一
一
親
の
手
前
を
遠
慮
し
て
居
ゃ
し
ゃ
る
ま
い
物
で
も
な
い
。
(
浄
・
仮
名
手

本
忠
臣
蔵
・
六

-
い
つ
何
ん
な
事
が
起
る
ま
い
も
の
で
も
な
い
と
は
常
か
ら
考
へ
て
ゐ
た
。
(
夏

目
激
石
・
そ
れ
か
ら
・
八
)

「
打
消
推
定
」
寄
り
に
捉
え
や
す
い
「
ま
い
」
の
例
に
は
、
次
の
例
聞
の
よ
う

に
推
定
の
助
動
詞
「
べ
し
」
や
そ
の
後
身
性
の
あ
る
「
う
ず
」
と
対
義
的
に
、
対

句
構
成
や
、
肯
定
否
定
を
逆
に
し
た
言
い
換
え
、
条
件
と
帰
結
の
関
係
な
ど
に
用

い
ら
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。

ω四
人
ノ
中
デ
ハ
嫡
庶
ノ
隔
ハ
ア
ル
マ
イ
ゾ
。
長
少
ハ
ア
ル
ベ
キ
ゾ
。
(
史
記

抄
・
呉
太
伯
世
家
・
九
四
ウ
)

-
道
ガ
行
レ
ウ
ズ
ナ
ラ
パ
、
イ
ク
ラ
公
伯
僚
ガ
一
五
タ
ニ
モ
ヨ
ル
マ
イ
。
道
ガ
行

レ
マ
イ
ナ
ラ
パ
、
公
伯
僚
ガ
不
想
子
路
ト
モ
廃
レ
ウ
ズ
ホ
ド
ニ
、

只
天
命
ゾ
。

史
記
抄
・
仲
尼
弟
子
列
伝
・
一

O
町
ウ

-
域
言
ハ
柳
子
厚
が
永
州
ニ
久
ヲ
ル
ガ
知
ニ
我
ハ
南
方
ニ
ハ
ヲ
ル
マ
イ
。
退
之

ガ
知
ニ
ヤ
ガ
テ
帰
ベ
キ
ゾ
。
(
四
河
入
海
・
一
・
一
二
日
オ
)

-
此
ノ
同
僚
ノ
衆
ノ
徳
業
ハ
前
賢
卜
一
玄
ト
モ
及
ブ
マ
イ
程
ニ
、
定
テ
前
賢
モ
蓋

ベ
キ
ゾ
。
(
四
河
入
海
・
一
七
・
一
お
オ
)

こ
れ
ら
の
「
ま
い
」
も
、
「
べ
し
」
や
「
う
ず
」
と
の
対
義
的
な
対
応
性
か
ら

は
、
「
打
消
推
定
」
寄
り
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
種
の
文
脈
上
の
特

徴
を
有
す
る
例
も
、
中
世
の
「
ま
い
」
に
偏
り
、
近
世
以
降
は
入
手
し
が
た
く
な



「
ま
い
」
の
通
時
的
変
化
(
山
口
尭

る
。
し
た
が
っ
て
、
例
凶
の
二
重
否
定
の
表
現
に
「
打
消
推
定
」
寄
り
の
側
面
が

比
較
的
に
後
世
ま
で
残
存
す
る
の
は
、
「
ま
い
L

単
独
の
用
法
と
し
て
で
は
な
く
、

そ
の
二
重
否
定
に
よ
る
慣
用
匂
の
構
成
要
素
と
し
て
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。

一
方
、
「
打
消
推
定
〉
打
消
推
量
」
に
属
す
る
「
ま
い
」
に
も
、

そ
の
文
脈
上

「
打
消
推
量
」
寄
り
に
捉
え
う
る
例
も
中
世
か
ら
す
で
に
あ
る
。
そ
の
傾
向
の
例

に
は
、
ま
ず
次
の
よ
う
に
副
詞
「
よ
も
」
「
よ
も
や
」
と
共
起
す
る
例
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
副
詞
「
よ
も
」
と
共
起
す
る
打
消
推
量
の
助
動
詞
は
、
も
と
も

と
「
じ
」
に
限
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

凶
平
家
は
こ
こ
は
山
も
高
し
、
谷
も
深
し
、
四
方
は
山
石
石
ぢ
や
ほ
ど
に
、
端
子

へ
は
た
や
す
う
よ
も
ま
は
る
ま
い
〈
吉
E
C
E
m
g
m
E
E包
〉
と
思
う
て

打
ち
解
け
た
所
に

天
草
版
平
家
・
三
・
一
六
七
頁

-
女
人
の
足
の
こ
と
な
れ
ば
、
よ
も
遠
く
へ
は
ご
ざ
あ
る
ま
い
。
(
説
経
・
さ
ん

せ
う
太
夫
)

-
母
様
の
御
臨
終
の
二
旦
問
、
二
人
を
枕
の
右
左
、
遺
言
の
御
詞
を
、
よ
も
や

わ
す
れ
は
な
さ
れ
ま
い
。
(
浄
・
堀
川
波
鼓
・
中
)

第
一
例
の
天
草
版
平
家
の
例
は

『
百
二
十
句
本
平
家
物
語
』

の
「
よ
も
ま
は

ら
じ
L

と
の
対
応
が
見
込
め
る
も
の
で
あ
る
。
推
量
の
助
動
詞
の
推
量
の
用
法
は
、

聞
き
手
へ
の
確
認
要
求
に
も
用
い
ら
れ
る
が
、
第
三
例
の
近
松
浄
瑠
璃
の
例
は
、

た
ん
な
る
そ
れ
以
上
に
、
聞
き
手
へ
の
確
認
要
求
に
用

そ
の
「
打
消
推
且
一
塁
」
が
、

い
ら
れ
て
い
る
例
で
も
あ
る
。

「
打
消
推
量
」
寄
り
に
捉
え
や
す
い
例
に
は
、
こ
の
ほ
か
次
の
よ
う
に
推
量
の

助
動
詞
「
う
」
や
「
ら
う
」

の
対
義
語
と
し
て
、
対
句
構
成
や
言
い
換
え
に
用
い

ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
推
量
の
助
動
詞
「
む
〉
ん
」
に
対
し
て
、

そ
の
よ
う

に
対
義
的
に
用
い
ら
れ
る
の
は
、
本
来
「
じ
」

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、

古
代
語
の
時
制
的
分
担
体
制
か
ら
、
想
定
作
用
度
別
の
分
担
体
制
に
転
じ
た
室
町

期
口
語
の
推
量
体
系
に
お
い
て
は
、
「
ら
う
」
に
も
想
定
作
用
度
の
強
さ
に
お
い

て
、
古
代
語
の
推
量
体
系
に
お
け
る
代
表
的
存
在
と
し
て
の
「
む
〉
ん
」
に
相
当

す
る
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

倒
落
日
孤
畑
ノ
客
恨
ヲ
知
ル
時
分
ニ
雑
華
ノ
香
ハ
別
人
ノ
為
デ
ハ
ア
ル
マ
イ
。

主
人
ノ
為
ゾ
ア
ル
ラ
ウ
ゾ
。
(
四
河
入
海
・
四
・
一
白
ウ
)

附
こ
な
様
に
逢
ふ
こ
と
は
な
ら
ふ
や
ら
、
成
ま
い
や
ら
、
是
が
別
れ
に
な
ら
ふ

か
み

や
ら
、
下
か
ら
上
は
測
ら
れ
ぬ
。
(
浄
・
丹
波
与
作
待
夜
の
小
室
節
・
中
)

I
l
l
1
1
1
I
l
l
l
l
1
1
1
ι
(
い
ひ
な
づ
け
)

・
祝
言
有
ふ
が
有
る
ま
い
が
、
一
一
一
口
号
有
る
か
ら
は
天
下
晴
て
の
力
弥
が
女

一
一
房
。
(
浄
・
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
・
九
)

-
課
長
に
取
入
る
も
昇
に
上
手
を
遣
ふ
も
其
趣
き
は
同
じ
か
ら
う
が
同
じ
く
有

-
1
!
1
1
1
1
1

そ

ん

る
ま
い
が
、
其
様
な
事
に
頓
着
は
な
い
。
(
二
葉
亭
四
迷
・
浮
雲
・
二
・
十
一
)

次
に
、
「
打
消
意
志
」
も
、
他
の
意
義
に
お
け
る
「
ま
じ
」
寄
り
、

「
打
消
推

定
」
寄
り
の
側
面
と
の
連
関
性
か
ら
い
え
ば
、
原
理
的
に
対
象
的
意
義
の
「
不
適

当
」
と
の
両
立
性
が
認
め
ら
れ
て
よ
い
も
の
で
あ
り
、
次
の
例
的
の
よ
う
な
室
町

期
の
例
は
、
基
本
的
に
そ
う
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

例
外
へ
イ
カ
ウ
ズ
、
留
ル
マ
イ
ト
思
ワ
パ
、
辞
テ
イ
ヤ
ト
一
五
ワ
ウ
ゾ
。
(
史
記

抄
・
孫
子
呉
起
列
伝
・
一

O
お
オ

-
梁
ノ
武
帝
ノ
度
々
ヨ
ビ
ダ
サ
ウ
ト
サ
シ
ム
タ
レ
ド
モ
、

デ
ヌ
ゾ
。
牛
ヲ
画
ニ

カ
イ
テ
水
ヤ
草
ノ
ア
ル
所
エ
ヲ
イ
ハ
ナ
イ
タ
ヲ
カ
イ
テ
、
帝
王
エ
マ
ラ
セ
テ
、

隠
居
シ
テ
デ
マ
イ
ト
云
心
ト
帝
ノ
心
エ
テ
、

・
安
元
が
よ
ひ
所
じ
ゃ
程
に
、
日
疋
に
い
て
、
と
ら
れ
き
う
な
物
が
あ
ら
ば
と
ら

玉
塵
・
三
部
オ
)



ふ
ず
、
子
ご
は
ひ
者
が
あ
ら
ば
と
る
ま
ひ
、
愛
が
山
だ
ち
の
ご
く
い
で
御
ざ

る
。
(
虎
明
本
狂
言
・
金
藤
左
衛
門
)

右
の
第
一
・
三
例
は
、
「
べ
し
」

の
後
身
性
の
あ
る
「
う
ず
L

に
よ
る
意
志
の

表
現
と
、

そ
れ
ぞ
れ
換
言
的
、
対
句
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
点
で
も
、
観
念
的
な

「
適
当
」
と
の
両
立
性
が
認
め
や
す
い
。

ま
た
、
次
の
よ
う
に
相
手
へ
の
「
打
消
勧
誘
」
、
な
い
し
、

「
禁
止
」

の
表
現
と

並
列
さ
れ
て
い
る
「
打
消
意
志
」

の
例
も
、

そ
の
「
打
消
勧
誘
」
や
「
禁
止
」
に
、

対
象
的
意
義
の
「
不
適
当
」
や
「
不
当
」
と
の
両
立
性
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
対
象

的
意
義
の
「
不
適
当
」
と
の
両
立
性
も
認
め
や
す
く
な
る
。

お
と
と

附
け
ふ
よ
り
も
大
夫
の
内
に
、
姉
を
持
っ
た
と
お
も
は
ひ
な
。
弟
が
あ
る
と
も

か
ね

鎌
と
鎌
と
で
金
ち
ゃ
う
/
¥
ど
打
ち
合
わ
せ
、
谷
底
指

お
も
ふ
ま
ひ
と
て
、

い
て
お
下
り
あ
る
。
(
説
経
・
さ
ん
せ
う
太
夫
)

し
か
し
、
「
ま
い
」
の
通
時
態
全
体
と
し
て
は
、
前
述
し
た
「
打
消
推
定
〉
打

消
推
量
」
の
意
義
に
お
け
る
「
打
消
推
定
」
性
の
急
速
な
衰
退
と
の
対
応
上
か
ら

も
、
ま
た
、
観
念
的
な
対
象
的
意
義
と
の
両
立
性
に
富
む
「
べ
し
」
や
フ
つ
ず
」

の
、
近
世
以
降
に
お
け
る
衰
退
と
の
関
係
か
ら
も
、

「
打
消
意
志
」

の
意
義
に
お

け
る
「
不
適
当
」
と
の
両
立
性
は
、

か
な
り
急
速
に
失
わ
れ
て
い
っ
た
と
見
て
よ

か
ろ
う
。

一
方
、
「
じ
」

の
そ
れ
に
近
い
、

よ
り
主
観
的
な
打
消
意
志
を
表
す
と
解
せ
る

「宇品い」

の
例
も
中
世
か
ら
あ
る
。
次
の
よ
う
に
意
志
表
示
の
「
う
」
と
並
列
さ

れ
、
そ
れ
と
A
口
説
的
・
逆
接
仮
定
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例
側
、
応
答
的
・
対
句

と
も
に
疑
問
の
助
詞
を
伴
い
、
二
者
択
一
的
に
用

的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例
側
、

い
ら
れ
て
い
る
例
仰
の
よ
う
な
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
「
う
」

の
原
形
「
む
〉
ん
」

文
学
部
論
集

第
八
五
号
(
二

O
O
一
年
三
月
)

に
対
し
て
そ
の
よ
う
に
対
義
的
で
あ
っ
た
助
動
詞
は
、
本
米
「
じ
」
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

川
川
後
来
ハ
実
ニ
セ
ウ
モ
セ
マ
イ
モ
マ
、
也
。
(
中
華
若
木
詩
抄
・
四
O
)

-
行
か
う
と
行
く
ま
い
と
、
俺
の
勝
手
ぢ
ゃ
な
い
か
。
(
島
崎
藤
村
・
家
・
家
・

ノ、

十

同
私
が
物
を
、
安
な
や
つ
が
と
ら
ふ
と
中
程
に
、

や
る
ま
ひ
と
申
事
で
御
ざ
る
。

(
虎
明
本
狂
一
一

=7
茶
壷
)

-
さ
る
ほ
ど
に
会
は
う
と
思
へ
ば
添
へ
札
を
し
、
会
ふ
ま
い
と
思
へ
ば
そ
の
札

'ν
ト
か

三
日
が
内
に
、
在
り
所
が
知
る
る
な
り
。
(
寛
永
板
説

を
引
く
に
よ
っ
て
、

経
・
か
る
か
や
)

山
首
鼠
|
|
鼠
ハ
穴
カ
ラ
出
時
、
デ
ウ
カ
、

デ
マ
イ
カ
ト
テ
両
端
ヲ
持
ス
ル
モ

ノ
ゾ
。
(
史
記
抄
・
貌
其
武
安
侯
列
伝
・
一
四
7
オ
)

今
申
さ
う
か
、
申
す
ま
い
か
と
は
思
へ
ど
も
、
今
申
さ
で
は

い
つ
の
世
に

か
は
申
す
べ
き
。
(
寛
永
板
説
経
・
か
る
か
や

-
其
で
乗
ら
う
か
乗
る
ま
い
か

と
生
返
事
を
し
な
が
ら

(
尾
崎
紅
葉
・
多
情

多
恨
・
前
・
四
)

一、

「
不
適
当
」

「
不
当
」
「
禁
止
」

「
打
消
勧
誘
」
、

「
不
適
当
」
は
、
後
述
の
「
不
当
」
と
と
も
に
、
「
ま
じ
」
寄
り
の
観
念
的
な
対

象
的
意
義
の
一
つ
で
あ
り
、
作
用
的
に
は
「
打
消
推
定
〉
打
消
推
量
」
に
お
け
る

「
打
消
推
定
」
性
と
基
本
的
に
両
立
す
る
と
見
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
め

だ
つ
の
は
、
次
の
よ
う
な
連
体
法
に
お
い
て
で
あ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
連
休
法
も
、

す
で
に
述
べ
た
例
川
な
ど
と
同
様
、
近
世
に
は
認
め
が
た
く
な
る
。



寸
ま
い
」
の
通
時
的
変
化
(
山
口
実

同
ヤ
ル
マ
イ
者
ニ
物
ヲ
ヤ
ル
ハ

ス
テ
タ
ニ
ハ
ヲ
ト
ツ
タ
ト
候
ゾ
。
(
蒙
求
抄

五
日
オ

-
ケ
ン
イ
ン
ノ
ア
タ
ガ
来
ル
事
ガ
サ
カ
ン
ナ
ホ
ド
ニ
、
出
陣
ハ
セ
マ
イ
時
分
ナ

レ
共
、
自
身
行
テ
征
伐
ア
ル
ゾ
。
(
毛
詩
抄
・
一

O
日
オ
)

-
ソ
ノ
キ
ル
モ
ノ
ニ
龍
ヲ
カ
ク
コ
ト
ハ
、
大
ニ
ワ
ル
イ
コ
ト
ゾ
。
大
名
ナ
ド
モ

ス
マ
イ
コ
ト
ゾ
。
(
玉
座
・
二
回
ウ
)

-
は
ら
を
た
て
冶
か
f

み
を
み
れ
ば
、

そ
の
ま
、
ゑ
に
か
ひ
た
、

お
に
の
つ
ら

に
み
ゆ
る
。
お
そ
ろ
し
ひ
事
じ
ゃ
程
に
、
あ
し
ひ
心
を
も
ち
、

ま
ひ
事
じ
ゃ
。
(
虎
明
本
狂
言
・
鏡
男
)

は
ら
を
た
て

-
目
が
見
え
ね
ば
こ
そ
、

か
く
ま
い
恥
を
か
く
こ
と
よ
。
(
説
経
・
し
ん
と
く
丸
)

「
不
適
当
」

の
音
ω

に
解
せ
る
「
ま
い
」

の
例
に
も
、
次
の
よ
う
に
推
定
の
助
動

詞
「
べ
し
」
と
対
義
的
に
、

対
句
構
成
や
言
い
換
え
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
あ

る
同
ミ
ル
ベ
イ
所
ヲ
ミ
テ
、
ミ
マ
イ
イ
ラ
ヌ
所
ヲ
パ
ミ
ヌ
ゾ
。
皐
ガ
相
ズ
ル
心
、

智
恵
奇
特
、
玄
妙
ナ
。
(
玉
塵
・
七
回
ウ
)

・
打
マ
イ
処
ヲ
打
デ
ハ
ナ
イ
、
打
ベ
キ
処
ヲ
ヨ
ク
打
タ
ト
ホ
メ
テ
一
五
タ
ゾ
。
(
勾

双
紙
抄
・
お
ウ

次
の
例
は
、
複
文
の
後
句
の
省
略
形
で
あ
る
が
、
「
ま
い
」
が
「
不
適
当
」
の

意
に
お
い
て
後
悔
の
表
現
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
近
世
の
例
で
あ
る
が
、

こ
の
種
の
例
も
多
く
は
見
い
だ
せ
な
い
。

ぽ
う
ず

同
と
か
く
一
房
主
は
よ
か
ら
ぬ
物
な
り
。
剃
る
ま
い
物
を
悔
し
く
も
剃
り
下
し
け

か
し
ら

る
物
か
な
と
、
頭
を
か
き
撫
で
¥

(
仮
・
浮
世
物
語
・
一
・
十

こ
の
よ
う
な
対
象
的
意
義
の
「
不
適
当
」
(
お
よ
び
、

そ
れ
と
両
立
す
る
「
打
消

四

推
定
」
)
と
さ
ら
に
両
立
し
て
、
対
人
的
に
働
き
か
け
る
作
用
的
意
義
に
、
古
く

は
打
消
推
定
の
「
ま
じ
」
が
担
っ
て
い
た
「
打
消
勧
誘
」
が
あ
る
。
こ
の
意
義
は

そ
の
対
人
的
な
働
き
に
お
い
て
後
述
の
「
禁
止
」
に
近
い
も
の
で
あ
る
が
、
次
の

よ
う
に
動
作
の
主
体
に
敬
意
を
示
す
尊
敬
語
と
芙
起
す
る
例
は
、
「
禁
止
」
と
区

別
し
て
「
打
消
勧
誘
」

の
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、

近
世
に
入
る

と

こ
の
よ
う
な
例
も
見
当
た
ら
な
く
な
る
。

仰
五
百
八
十
年
も
こ
な
た
に
い
て
、

跡
を
も
と
ぶ
ら
ふ
て
し
ん
ぜ
う
程
に
、

そ

っ
と
も
お
き
づ
か
ひ
あ
ら
れ
ま
ひ
と
い
へ
。
(
虎
明
本
狂
言
・
武
悪
)

「
不
当
」
は
、
こ
れ
も
「
ま
じ
」
寄
り
の
観
念
的
な
対
象
的
意
義
の
一
つ
で
あ

り
、
作
用
的
に
は
「
打
消
推
定
〉
打
消
推
量
」
に
お
け
る
「
打
消
推
定
」
性
と
両

立
す
る
と
見
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
め
だ
つ
の
は
、
次
の
よ
う
な
連
体
法

に
お
い
て
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
連
体
法
も
、
例
山
仰
な
ど
と
同
様
で
、
近
世

に
は
や
は
り
認
め
が
た
く
な
る
。

側
主
ノ
前
デ
色
々
ノ
魚
肉
ド
モ
ト
リ
ク
ウ
テ

口
モ
ス
、
ガ
イ
デ
、
物
イ
ワ
ル

/レ

ク
サ
イ
イ
キ
ヲ
ツ
ク
返
事
ナ
ド
ハ
ス
マ
イ
コ
ト
ゾ
。
(
玉
塵
・
六
mm
オ
)

}
の
対
象
的
意
義
の
「
不
当
」

(
ま
た

そ
れ
と
両
立
す
る
「
打
消
推
定
」
)
と

本
来
さ
ら
に
両
立
し
て
、
対
人
的
に
働
き
か
け
た
と
見
て
よ
い
作
用
的
意
義
に
、

古
く
は
打
消
推
定
の
「
ま
じ
」
が
担
っ
て
い
た
「
禁
止
」
が
あ
る
。
次
に
一
不
す
よ

う
に
そ
の
「
禁
止
」
の
意
義
の
例
は
、
近
世
を
通
じ
て
多
く
、

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
意
の
「
ま
い
」
に
は
、
助
詞
「
ぞ
」
が
下

か
な
り
容
易
に
認

接
し
て
現
れ
る
こ
と
が
他
の
意
義
の
場
合
に
比
べ
て
ず
っ
と
多
い
よ
う
で
あ
る
。

間
言
ハ
牌
ガ
傷
、
ダ
ホ
ド
ニ
カ
マ
イ
テ
労
ス
ル
様
ナ
事
ニ
使
マ
イ
ゾ
。
(
史
記

抄
・
一
属
鵠
倉
公
列
伝
・
二
二
羽
ウ
)



-
不
須
(
写
入
薫
絃
)
言
ハ
此
楽
ヲ
王
概
ド
ノ
ハ
御
愛
シ
ア
レ
ド
モ
、

テ
朝
廷
ノ
天
子
ノ
楽
ニ
ハ
入
マ
イ
ゾ
。
(
四
河
入
海
・
九
・
三
は
ウ
)

カ
マ
イ

-
只
応
相
敬
不
応
侮
、
:
:
:
イ
カ
ニ
若
竹
ト
思
ト
モ
、
後
ヲ
期
ス
ル
人
ハ
敬
ベ

シ
。
侮
ル
マ
イ
ゾ
。
(
中
華
若
木
詩
抄
・
三
四
)

-
一
一
一
郎
よ
、
父
こ
そ
老
に
ば
れ
た
り
と
、
わ
殿
は
老
に
ほ
れ
ま
い
ぞ
。
(
説
経
・

さ
ん
せ
う
太
夫
)

-
「
:
:
:
親
を
も
人
を
も
恨
み
と
は
思
ふ
ま
い
ぞ
。
お
も
や
る
な
」
と
、

j争

卯
月
紅
葉
・
中
)

-
「
イ
ヤ
ア
由
良
之
助
殿
と
ぽ
け
ま
い
。
ま
こ
と
貴
殿
の
放
時
は
L

「
敵
を
討
つ

手
だ
て
と
見
え
る
か
L

「
お
ん
で
も
な
い
こ
と
L

(

浄
・
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
・

七
-
コ
レ
サ
、

む
ね
気
な
事
を
言
ま
い
。
(
伎
・
東
海
道
四
谷
怪
談
・
阿
幕
目
)

右
の
第
三
例
は
上
の
「
べ
し
」
と
対
義
的
に
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
、

そ
の
当
為
性
と
対
応
す
る
「
不
当
」
の
両
立
性
も
う
か
が
い
や
す
い
点
が
あ
る
。

ま
た
、
第
五
例
に
は
、
終
助
詞
「
な
」
に
よ
る
よ
り
端
的
な
禁
止
表
現
が
、

叉
、
《
り

に
念
を
押
す
よ
う
に
続
い
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
端
的
な
「
禁
止
」
の
意
に
と
り
や

す
く
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

「
禁
止
」
の
用
法
に
お
け
る
対
象
的
意
義
の
「
不
当
」
と
の
両
立
性
は
、
例
同

の
よ
う
に
そ
の
意
の
め
だ
っ
連
体
法
の
例
が
近
世
に
は
認
め
が
た
く
な
る
た
め
、

室
町
期
を
中
心
に
維
持
さ
れ
て
、

そ
の
後
は
衰
退
し
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

と
す

れ
ば
、
近
世
に
お
け
る
「
禁
止
L

は、

そ
の
対
人
的
な
作
用
的
意
義
の
ほ
う
を
中

心
に
、
作
用
的
意
義
の
「
打
消
推
量
」
、
「
打
消
意
志
」
と
な
ら
ぶ
、
三
本
立
て
の

意
義
・
用
法
の
一
つ
に
な
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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こ
う
し
て
作
用
的
意
義
を
中
心
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
禁
止
」
の

「
ま
い
」
に
対
応
し
う
る
肯
定
側
の
推
量
語
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
近
世
に
お
い
て

そ
れ
に
対
応
し
う
る
の
は
、
推
量
の
助
動
詞
「
う
L

し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う

思
つ
'
て
、
近
世
に
け
る
「
う
」
の
振
る
舞
い
を
見
れ
ば
、

そ
こ
に
も
「
禁
止
」
の

「
ま
い
」
に
対
応
し
た
と
見
う
る
動
き
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
思
い
当
た
る
。
近

世
の
「
う
」
は
、
次
の
例
制
の
よ
う
に
尊
敬
語
と
共
起
す
る
「
:
:
:
下
さ
い
ま
せ

う
」
な
ど
の
形
で
勧
誘
に
用
い
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
例
川
仰
の
よ
う
な
「
:
:
:
て
貰

は
う
」
な
ど
の
形
に
よ
る
腕
由
な
命
令
相
当
の
言
い
方
や
、
例
側
の
よ
う
な

「
:
:
:
を
ら
う
」
の
形
に
よ
る
ぞ
ん
ざ
い
な
命
令
的
言
い
方
が
多
用
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

側
「
お
あ
ま
り
下
さ
い
ま
せ
う
」
。
(
噺
・
鹿
の
子
餅

-
暫
く
/
¥
、
暫
く
お
待
ち
下
さ
れ
ま
せ
う
。
(
伎
・
二
一
人
吉
一
二
廓
初
買
・
序
幕
)

お
し

i
1
I
l
l
i
-
-
i
i

側
「
:
:
:
誰
に
習
ふ
て
派
手
な
歌
、
姫
様
な
ど
に
教
ゃ
ん
な
。
必
ず
を
ひ
て
も

ち

ら
は
ふ
」
と
、
お
乳
の
人
の
不
機
嫌
さ
。
(
浄
・
丹
波
与
作
待
夜
の
小
室
節
・

上
)

-
不
義
理
な
借
り
の
五
両
の
一
件
。
サ
¥
か
た
付3
て
貰

ま
し
ょ
ふ

伎

東
海
道
四
谷
怪
談
・
二
幕
日
)

じ
ね
ん
じ
よ

側
「
こ
り
ゃ
そ
こ
な
自
然
生
め
。
う
た
ひ
を
ら
ふ
」
と
ぎ
こ
つ
な
く
。
(
浄
・

丹
波
与
作
待
夜
の
小
室
節
・
上
)

-
を
れ
が
あ
し
で
を
れ
が
帰
る
に
、
誰
が
な
ん
と
い
ふ
も
の
だ
。
そ
こ
を
は
な

し
を
ら
う
。
「
酒
・
傾
城
買
四
十
八
手

.、ぇ、、

か
し
ま
し
い
、

黙
り
を
ら
う
。
(
伎
・
鼠
小
紋
東
君
新
形
・
五
幕
目
)

こ
れ
ら
の
現
象
の
う
ち
、
尊
敬
語
と
共
起
す
る
勧
誘
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
類

五



「
ま
い
」
の
通
時
的
変
化
(
山
口
亮
二
)

(9) 

似
の
言
い
方
が
古
来
あ
る
か
ら
、
「
打
消
勧
誘
」
の
「
ま
い
」
と
の
対
応
を
特
に

持
ち
出
さ
な
く
て
も
理
解
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

「
:
・
・
・
・
て
貰
は
う
」

な
ど
の
腕
曲
な
命
令
や
、
「
:
:
:
を
ら
う
」
に
よ
る
ぞ
ん
ざ
い
な
命
令
的
言
い
方

に
つ
い
て
は
、

「
ま
い
」
と
の
対
応
性
抜
き
に
は
ど
う
も
理
解
し
に
く
い
。
そ
れ

ら
の
命
令
に
相
当
す
る
言
い
方
の
多
用
に
は

助
動
詞
「
ま
い
」
に
「
打
消
推

量
」
「
打
消
意
志
」
と
並
ん
で
残
っ
た
「
禁
止
」
が
、
助
動
詞
「
う
」

の
側
に
も

対
応
す
る
用
法
を
要
求
し
た
結
果
と
解
せ
る
ふ
し
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は

「
う
」
と
の
意
義
的
な
対
応
関
係
を
、
プ
ま
い
」
の
側
か
ら
言
つ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

視
点
を
「
う
」
に
移
せ
ば
、
助
動
詞
「
う
」
の
側
に
も
、
そ
う
い
う
動
き
を
起
こ

し
や
す
い
史
的
事
情
が
あ
っ
た
。
近
代
語
で
は
、
「
で
あ
ら
う
〉
ぢ
や
あ
ら
う
〉

だ
ら
う
」
と
転
じ
て
い
く
複
合
辞
を
新
た
に
形
成
し
て
、
推
量
の
意
に
は
そ
れ
を

代
表
形
と
し
、
古
来
、
推
量
と
意
志
を
複
合
的
に
担
っ
て
き
た
「
む
〉
ん
〉
う
」

は
、
本
来
周
縁
的
で
あ
っ
た
は
ず
の
意
志
に
極
限
化
し
て
、
推
量
や
意
志
の
ム
ー

ド
の
識
別
を
容
易
に
す
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
意
志
の
表
示
性

の
側
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
打
消
形
と
し
て
対
応
す
る

「
ま
い
」
に
「
禁
止
」
の
用
法
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
と
の
対
応
上
、
そ
の
い
わ
ば
対

を
強
め
つ
つ
あ
る
「
う
L

ム
目
的
な
意
士
山
の
表
示
性
を
も
、
対
他
的
な
「
命
令
」
に
少
し
広
げ
る
の
は
、

時
期
の
体
系
内
で
は
容
易
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
の

ち
な
み
に
、
「
ま
い
」

の
「
禁
止
」

の
用
法
か
ら
、
対
象
的
意
義
の
「
不
当
」

と
の
両
立
性
が
後
退
し
て
い
っ
た
近
世
以
降
は
、
そ
の
対
象
的
意
義
に
相
当
す
る

不
当
の
意
の
表
示
に
は
、
仮
定
的
な
言
い
方
を
「
な
ら
ぬ
」
や
「
い
か
な
い
」

「
い
け
な
い
L

な
ど
で
受
け
る
次
の
よ
う
な
言
い
方
が
、

っ
て
い
る
。

多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

ムノ、

間
一
人
や
二
人
間
夫
っ
て
い
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
よ
ふ
濡
ら
し
て
や
ら
し
ゃ
ん

せ
。
(
仮
・
難
波
鉦
・
一
)

こ

っ

ち

ほ

れ

び

と

間
此
方
が
惚
り
や
ア
他
も
ほ
れ
る
か
ら
油
断
を
す
る
と
い
か
な
い
よ
。
(
人
・

春
色
梅
児
以
呂
美
・
二
・
七
)

-
「
あ
な
た
は
兄
さ
ん
や
清
見
さ
ん
の
い
う
よ
う
に
教
育
さ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん

よ
」
(
広
津
和
郎
・
若
き
日
・
十
瓦

終
止
法
な
ど
で
は
、
こ
れ
ら
に
も
禁
止
の
意
が
両
立
し
や
す
い
が
、

そ
の
禁
止

表
現
に
比
べ
る
と

「
ま
い
」

の
そ
れ
の
ほ
う
が
む
し
ろ
柔
ら
か
い
言
い
方
と
言

え
る
で
あ
ろ
う
か
。

室
町
期
に
形
成
さ
れ
た
「
ま
い
」
は
、
近
世
以
降
、
急
速
に
そ
の
「
打
消
推

山花
L

性
を
薄
れ
さ
せ
て
「
打
消
推
量
L

の
助
動
詞
に
変
化
し
、
近
世
に
は
「
打
消

推
量
」
「
打
消
意
志
」
「
禁
止
」
の
三
意
義
を
そ
な
え
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ

た
。
近
代
語
の
「
禁
止
」

の
表
現
に
は
よ
り
分
析
的
な
連
語
に
よ
る
言
い
方
が
多

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
助
動
詞
「
う
L

の
側
に
も
、

易
に
す
る
方
向
の
体
系
的
な
変
化
が
進
行
し
て
お
り
、
一
部
に
は
そ
れ
と
の
対
応

を
一
不
す
よ
う
な
動
き
も
あ
っ
て
、
近
世
に
お
い
て
は
「
禁
止
」

ム
ー
ド
の
識
別
を
容

の
表
示
性
も
多
分

に
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

明
治
以
降
は
そ
れ
も
衰
退
し
、
残
る
「
打

消
推
量
L

「
打
消
意
志
L

も、

明
治
大
正
頃
を
境
に
衰
退
に
向
か
う
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
衰
、
退
に
つ
い
て
は
、
後
に
改
め
て
述
べ
よ
う
。

四

「
ま
い
か
」

の
確
認
的
表
現

こ
こ
ま
で
は
、
意
義
別
に
用
例
の
分
布
や
意
味
傾
向
の
推
移
を
た
ど
っ
て
き
た

が
、
「
ま
い
」
に
は
、
な
お
以
上
の
意
義
だ
け
で
は
片
づ
か
な
い
、
別
の
用
法
も



あ
る
。
ま
た
、
比
較
的
早
い
時
期
の
「
ま
い
」
に
は
、
例
は
少
数
な
が
ら
、
以
上

の
用
例
で
は
示
せ
な
か
っ
た
、

や
や
特
殊
な
本
按
法
や
活
用
形
も
あ
る
。
そ
れ
ら

」
こ
で
ま
と
め
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

の
言
及
し
残
し
た
点
に
、

先
述
の
例
川
問
問
削
の
よ
う
な
「
打
消
推
量
L

の
「
ま
い
L

は
、
事
柄
の
実
現

性
・
現
実
牲
に
つ
い
て
推
量
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
周
辺
に
は
、
「
ま
い
」

が
疑
問
助
詞
「
か
」
を
伴
な
っ
て
、
事
柄
の
実
現
性
・
現
実
性
の
推
量
に
で
は
な

く
、
主
体
の
希
望
し
た
り
予
想
し
た
り
す
る
事
柄
を
確
認
す
る
子
段
に
用
い
ら
れ

て
い
る
も
の
が
あ
る
。
「
ま
い
」
を
そ
の
よ
う
な
確
認
手
段
に
用
い
る
言
い
方
と

し
て
は
、
基
本
的
に
「
ま
い
か
」

で
は
あ
る
ま
い
か
」

の
形
と
「
(
の
)

の
形
と

そ
れ
ら
の
形
に
上
接
す
る
部
分
の
ほ

う
が
、
主
体
の
現
に
希
望
し
た
り
予
想
し
た
り
し
て
い
る
事
柄
に
当
た
る
。
そ
の

が
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、

そ
の
場
合
は
、

事
柄
は
「
ま
い
」
に
よ
る
表
現
で
あ
り
な
が
ら
、
肯
定
的
で
あ
る
点
が
通
常
の

「
打
消
推
量
」

の
表
現
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
「
ま
い
」
に
合
ま
れ
て
い
る
打
消

そ
の
肯
定
的
な
事
柄
を
い
わ
ば
正
答
案
と
し
て
、
対
他
的
に
も
対
自

的
に
も
確
認
す
る
手
段
に
転
用
さ
れ
て
い
る
と
見
う
る
の
で
あ
る
。

の
働
き
は
、

ま
ず
、
「
ま
い
か
L

の
形
に
は
、
次
の
よ
う
に
命
令
・
希
望
・
予
想
な
ど
の
確

認
的
な
表
現
が
あ
る
。

側
ソ
チ
ガ
シ
タ
ル
兵
書
ヲ
パ
皆
ミ
タ
レ
ド
モ

マ
ダ
兵
ヲ
勅
ス
ル
ヲ
パ
不
見
ホ

ド

チ
ツ
ト
シ
テ
ミ
セ
ヨ
、
ミ
セ
マ
イ
敗
。
(
史
記
抄
・
孫
子
呉
起
列
伝
・

一O
泊
オ
)

-
乗
物
の
内
で
証
し
込
み
、
隣
に
泊
っ
た
大
名
の
、
令
一
を
盗
ん
で
く
れ
ま
い
か
。

浄
・
丹
波
与
作
待
夜
の
小
室
節
・
中
)

-
ち
よ
様
八
重
様
、
道
迄
往
て
見
て
こ
ま
い
か
。
(
浄
・
菅
原
伝
授
手
習
鑑
・
三
)
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0
0
一
年
一
二
月

-
も
し
丹
さ
ん
が
聞
た
な
ら
、

わ
る
く
思
ひ
は
し
ま
ひ
か
と
、
苦
労
し
た
の
も

自
惚
か
ら
。
(
人
・
春
色
辰
巳
園
・
三
・
一
二
)

-
声
が
小
さ
い
と
言
わ
れ
は
し
ま
い
か
と
力
一
杯
の
声
で
言
っ
て
、

(
野
間
宏
・

真
空
地
借
・
一
・
ム
ハ

ま
た
、
「
ま
い
か
」
の
形
に
は
、
次
の
よ
う
に
相
子
に
話
し
子
の
意
志
へ
の
同

調
を
要
求
す
る
用
法
も
あ
る
。
意
志
を
表
す
「
う
」
に
よ
る
「
う
か
」
は
、

話
し

手
の
意
志
に
基
づ
く
相
子
へ
の
勧
誘
に
も
聞
い
ら
れ
る
が
、
そ
の
「
う
」
の
代
わ

正
答
案
の
確
認
手
段
に
な
る
打
消
を
含
む
と
こ
ろ
の
「
ま
い
L

を
用
い
た

り
に
、

言
い
方
で
あ
る
。
確
認
的
で
あ
る
だ
け
作
用
的
に
強
い
の
で
、
勧
誘
と
い
う
よ
り

同
調
要
求
と
呼
ぶ
の
が
ふ
さ
わ
し
か
ろ
う
。

同
日
疋
は
め
で
た
ひ
事
じ
ゃ
程
に
い
ざ
は
や
し
物
を
し
て
も
ど
る
ま
ひ
か
。
(
虎

明
本
狂
呈
一

7
三
本
の
柱
)

ふ

た

も

と

ゅ

は

I
l
l
i
l
i
-
-

・
此
の
二
本
の
連
理
の
木
に
、
体
を
き
っ
と
結
び
つ
け
、
潔
う
死
ぬ
ま
い
か
。

(
浄
・
曾
根
崎
心
中
)

・
奈
何
だ
、
そ
の
う
ち
に
一
度
兄
貴
の
家
へ
集
ま
る
ま
い
か
。
(
島
崎
藤
村
・

家
・
犠
牲
・
四
)

次
に
、
「
(
の
)

で
は
あ
る
ま
い
か
」

の
形
は
、
「
ま
い
か
」

の
形
以
上
に
、
主

体
の
予
想
や
意
志
に
関
す
る
疋
答
案
を
取
り
ま
と
め
た
形
で
確
認
で
き
る
手
段
に

な
る
。
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
例
が
そ
れ
で
あ
る
。

間
今
夜
の
う
ち
に
の
か
う
で
は
有
る
ま
い
か
。
(
浄
・
大
経
師
昔
暦
・
下
)

-
い
っ
そ
忠
ひ
切
っ
て
、
本
職
の
不
良
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
だ
ら
う
。

さ
う
す
る
と
、
弟
も
か
へ
っ
て
楽
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
(
太
宰

ム
日
・
叶
苛
旦
封

;

i

F
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「
ま
い
」
の
通
時
的
変
化
(
山
口
実

次
に
、

以
上
の
意
義
別
・
用
法
別
の
言
及
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
、

や
特
殊
な
承
接
法
と
活
用
形
の
広
が
り
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

」
れ
ま
で
に
あ
げ
た
「
ま
い
」
の
用
例
は

い
ず
れ
も
動
詞
、
ま
た
は
、
補
助

動
詞
に
下
接
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
室
町
期
の
「
ま
い
」
に
は
、
次
の
よ
う
に

推
量
の
助
動
詞
「
う
ず
」
に
下
接
し
た
例
も
あ
る
。

側
十
六
年
王
拙
翠
后
。
翠
人
ガ
ナ
ニ
ト
テ
細
ラ
ル
、
ゾ
、
サ
ハ
セ
ラ
レ
ウ
ズ
マ

イ
ト
一
五
テ
来
テ
、
周
大
夫
語
伯
ヲ
諒
殺
シ
タ
ゾ
。
(
史
記
抄
・
周
本
紀
・
二
・

一
一
四
ウ
)

こ
の
時
期
、
「
う
ず
」
に
は
、
「
う
ず
ら
う
」
の
形
で
、
助
動
詞
「
ら
う
」
も
よ

く
下
接
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
例
の
「
ま
い
」
は
、
そ
の
「
ら
う
」
に
対
応
し
そ

う
な
「
打
消
推
量
」

の
例
と
見
て
よ
い
。
た
だ
、
こ
の
例
の
場
合
、
直
前
の
「
う

ず
」
が
担
っ
て
い
る
適
当
の
意
と
重
な
っ
て
、
「
せ
ら
れ
う
ず
ま
い
」
全
体
は
不

適
当
の
意
を
表
し
、

そ
れ
と
両
立
的
に
打
消
の
勧
誘
と
い
っ
た
表
現
性
も
そ
な
え

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
「
ま
い
」
の
活
用
形
に
つ
い
て
の
補
足
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
示
し
て
き

た
用
例
の
よ
う
に
、
「
ま
い
」
に
認
め
ら
れ
て
い
る
活
用
形
は
、
終
止
形
の
「
ま

い
」
と
連
体
形
の
「
ま
い
」

の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
次
に
一
不
す
「
ま
い
け

れ
」
の
形
は
、

「
こ
そ
」
の
結
び
と
し
て
用
い
ら
れ
た
巳
然
形
の
よ
う
に
見
え
る
。

聞
こ
こ
も
と
立
さ
し
ら
る
吉
日
は
、
国
々
の
左
右
を
聞
い
て
定
め
ま
る
す
る
程

に
、
油
断
こ
そ
御
ざ
る
ま
い
け
れ
。
(
原
刊
本
捷
解
新
語
・
六
4
オ
)

こ
の
部
分
も
改
修
本
で
は
別
の
言
い
方
に
改
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
例
は
き
わ

め
て
限
ら
れ
て
い
る
が
、

巳
然
形
の
「
ま
い
け
れ
」
も
、
早
く
に
は
一
部
に
用
い

ら
れ
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

八

や

玉
、
現
代
語
に
お
け
る
弱
体
化

「宇品い」

の
意
義
・
用
法
の
う
ち
、
「
打
消
推
量
L

「
打
消
意
志
」
「
禁
止
」
の
三

義
と
、
疑
問
形
式
の
確
認
的
用
法
と
は

近
世
を
通
じ
て
維
持
さ
れ
た
が

そ
れ

ら
も
明
治
大
正
期
頃
を
境
に
、
衰
退
に
向
か
っ
て
い
る
と
概
言
で
き
よ
う
。
そ
の

頃
以
降
、
「
ま
い
」
は
ま
ず
口
頭
語
か
ら
姿
を
消
し
、

そ
れ
ら
の
意
義
・
用
法
に

は
、
別
語
に
よ
る
類
義
の
表
現
が
次
第
に
め
だ
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

中
世
以
降
、

明
治
大
正
期
頃
ま
で
の
「
ま
い
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
丁
寧
語
と

共
起
す
る
例
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、

口
頭
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

側
今
か
ら
は
ふ
つ
っ
と
つ
り
ま
ら
す
ま
ひ
。
(
虎
明
本
狂
言
・
釣
狐
)

-
今
日
は
連
れ
に
な
り
ま
す
ま
い
。
よ
ふ
拝
ん
で
や
。
(
浄
・
卯
月
紅
葉
・
中
)

-
是
よ
り
姫
君
と
御
紘
を
お
切
り
な
さ
れ
、
他
人
と
成
っ
て
お
願
有
ら
ば
、

レ」事

も
や
叶
は
ぬ
事
も
御
ざ
り
ま
す
ま
い
。
(
浄
・
菅
原
伝
授
予
習
鑑
・
二
)

あ
ヘ

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-

・
私
は
敢
て
、
敢
て
仁
者
と
は
一
一
一
口
ひ
ま
す
ま
い
。
(
泉
鏡
花
・
日
本
橋
・
一
一
十
一
)

-
弟
だ
っ
て
ま
さ
か
死
ぬ
よ
う
な
こ
と
は
し
ま
す
ま
い
。

(
武
者
小
路
実
篤
・
愛

欲
・
第
三
幕
)

ま
た
、

そ
の
頃
ま
で
の
「
ま
い
」
に
は
、

な
L 、

口
頭
語
に
頻
出
す
る
終
助
詞
、

し
、
間
投
助
詞
の
下
接
す
る
例
も
多
い
。

間
ハ
、
ァ
、
視
は
瞳
冶
浪
人
の
身
よ
り
の
者
と
み
ゆ
る
。
ぇ
、
ハ
、
う
ら
ぬ
と

申
さ
ば
、
買
ふ
ま
い
ハ
。
(
伎
・
東
海
道
四
谷
怪
談
・
序
幕
)

-
お
袖
さ
ん
、
此
男
の
言
事
を
、

必
ず
真
事
に
せ
ま
い
よ
。
(
伎
・
東
海
道
四
谷

怪
談
・
四
幕
目
)



-
朋
友
の
交
と
一
五
ふ
も
の
は
互
に
尊
敬
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
出
来
る
も
の
ぢ
や
有

る
ま
い
ネ
。
(
二
葉
亭
四
迷
・
浮
雲
・
二
・
十

し
か
し
、

そ
の
後
は
丁
寧
語
や
終
助
詞
な
ど
と
の
共
起
も
影
を
ひ
そ
め
て
い
く
。

口
頭
語
性
を
失
っ
て
い
く
結
果
、

の
用
例
に
は
、

た
と
え
ば
次
の
よ
う

フ
ま
い
」

な
心
中
思
惟
の
表
現
な
ど
に
偏
る
傾
向
も
、
か
な
り
め
だ
っ
て
く
る
よ
う
に
思
う
。

側
私
が
何
も
此
処
で
詳
し
く
説
明
す
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
思
う
。
(
広
津
和

郎
・
若
き
日
・
凹
)

そ
の
よ
う
な
推
移
に
伴
い
、

ま
ず
「
打
消
推
量
」
に
関
し
て
よ
り
明
示
的
に
そ

の
意
を
表
現
す
る
に
は
、
次
の
よ
う
に
打
消
の

ブ
な
い
」
と
推
量
の
「
だ
ら
う
L

「
で
せ
う
」
な
ど
を
併
用
し
て
「
な
い
だ
ら
う
」
「
な
い
で
せ
う
L

な
ど
の
言
い
方

を
す
る
傾
向
も
出
て
き
て
い
る
。
「
ま
い
」
に
相
当
す
る
そ
の
よ
う
な
例
が
拾
え

る
の
も
、

明
治
期
頃
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
分
だ
け
打
消
推
量
の
「
ま
い
」

の
用
途
は
狭
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

あ

れ

ぽ

ん

ど

う

1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
-
l
i
l
i
-
-

側
彼
が
板
東
太
郎
た
見
え
な
い
だ
ら
う
。
(
徳
一
品
産
花
・
不
如
帰
・
上
・
三
の
二

-
な
ん
ぽ
、
僕
だ
っ
て
、
さ
う
無
責
任
な
翻
訳
は
出
来
な
い
だ
ら
う
ぢ
ゃ
な
い

か
。
(
夏
目
激
石
・
そ
れ
か
ら
・
十
一
)

-
い
:
ぇ
。
さ
う
ぢ
ゃ
な
い
で
せ
う
。
あ
れ
は
無
縁
坂
の
女
の
を
買
っ
た
序
に
、

ふ
い
と
思
ひ
付
い
て

わ
た
し
の
を
も
買
っ
て
来
た
の
で
せ
う
。
(
森
鴎

外
・
雁
・
拾
韓
)

-
「
な
に
し
た
ら
お
し
ま
ひ
さ
。
味
気
な
い
よ
。
長
続
き
し
な
い
だ
ら
う
。
」
(
川

端
康
成
・
雪
国
)

-
彼
に
は
あ
た
し
の
こ
と
は
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
。
(
五
木
寛
之
・
こ

が
ね
虫
た
ち
の
夜
)

文
学
部
論
集

第
八
五
号
(
二

O
O
一
年
三
月
)

第
三
例
の
「
な
い
で
せ
う
」
は

「
あ
り
ま
す
ま
い
」
な
ど
に
相
当
す
る
丁
寧

体
の
例
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
古
代
語
に
も
、
打
消
と
推
量
に
別
語
を
併
用
す
る
「
ざ
ら
ん
」

「
ざ
る
ら
ん
」
「
ざ
る
べ
し
」
な
ど
の
言
い
方
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
古
い
そ
れ
ら

の
用
法
に
は
か
な
り
め
だ
っ
制
限
が
あ
っ
て
、
右
の
よ
う
な
明
治
期
以
降
の
そ
れ

と
は
違
っ
て
い
る
。
対
比
の
必
要
上
、
単
文
や
複
文
主
句
の
述
語
に
お
け
る
用
法

に
限
っ
て
言
え
ば
、

別
語
に
よ
る
そ
れ
ら
の
併
用
は
、
疑
問
の
助
詞
や
疑
問
詞
と

共
起
し
て
、
打
消
を
反
語
の
手
段
と
す
る
例
仰
の
よ
う
な
反
語
表
現
、
打
消
の
部

分
は
事
実
に
属
す
る
、
例
闘
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
原
因
推
量
の
疑
問
表
現
、

そ
の

下
に
さ
ら
に
打
消
の
来
る
二
重
否
定
に
よ
っ
て
、
当
為
の
意
を
表
す
例
制
の
よ
う

な
確
認
的
表
現
の

い
ず
れ
か
に
集
中
し
て
い
る
。

闘
世
の
中
な
べ
て
知
り
た
る
こ
と
を
、

そ
の
ほ
ど
な
ど
だ
に
の
た
ま
は
ぬ
こ
と

と
、
い
か
が
恨
め
し
か
ら
ざ
ら
ん
。
(
源
氏
・
宿
木
)

-
「
:
:
:
是
ほ
ど
の
事
、
な
ど
か
叡
慮
に
ま
か
せ
ざ
る
べ
き
」
と
て
、

(
覚
一
本

平
家
・
一
・
二
代
后
)

帥
「
な
ど
や
宰
相
の
も
と
よ
り
、
今
ま
で
し
ら
せ
ざ
る
ら
む
」
と

(
覚
一
本

平
家
・
二
・
少
将
乞
請
)

-
我
が
待
た
ぬ
ほ
ど
に
や
人
の
来
ざ
る
ら
う
(
関
吟
集
・
二
七
五
)

制
御
は
ら
か
ら
な
れ
ど
、
こ
の
君
を
ば
な
ほ
恥
づ
か
し
く
、

見
え
ざ
ら
む
か
し
と
思
し
た
り
。
(
源
氏
・
蛸
蛤
)

人
も
用
意
な
く
て

-
そ
の
う
へ
は
又
く
だ
ら
ざ
る
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
(
覚
一
本
平
家
・
十
・
三
日

平
氏

つ
ま
り
、

打
消
の
助
動
詞
と
推
量
の
助
動
詞
が
別
語
で
併
用
さ
れ
て
い
る
古
い

一九



「
ま
い
」
の
通
時
的
変
化
(
山
口
亮

列
之
、

{

l

 
そ
の
表
現
に
お
け
る
打
消
の
表
示
に
、
反
語
・
原
因
推
量
・
二
重
否
定
な

ど
に
そ
な
え
る
、

そ
の
打
消
独
自
の
子
段
性
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
場
合
に
限
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
な
い
場
合
に
は

一
語
の
打
消
推
量
の
助
動
詞
が

用
い
ら
れ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
例
制
に
あ
げ
る
よ
う
に
単
文

の
述
語
に
お
い
て
単
純
な
打
消
の
推
量
を
表
す
近
現
代
語
の
「
な
い
だ
ら
う
」

寸
な
い
で
せ
う
」
は
、
古
い
時
代
の
別
語
に
よ
る
併
用
と
は
違
っ
て
「
ま
い
」
の

後
を
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
だ
け
寸
・
ま
い
」

の
衰
退
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で

ゐめゆ
h
v
o

「
ま
い
」
に
よ
る
表
現
が
、

「
ま
い
」
以
外
の
そ
れ
に
相
当
す
る
言
い
方
に
変
わ

っ
て
い
く
動
き
は
、

「
打
消
意
志
L

「
禁
止
」
、
「
ま
い
か
L

に
よ
る
確
認
的
表
現
な

ど
に
関
し
て
も
認
め
ら
れ
る
。

「
打
消
意
志
L

の
意
義
に
関
し
て
は
、

た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
打
消
の
助
動
詞

の
終
止
法
な
ど
が
、
次
第
に
「
ま
い
」
に
よ
る
表
現
に
取
っ
て
替
わ
っ
た
で
あ
ろ

。

、円ノ

同
私
は
貴
方
の
た
め
な
ら
死
ん
で
も
決
し
て
厭
ひ
ま
せ
ん
よ
。
(
三
遊
亭
円
朝
・

牡
丹
僚
龍
・
五
)

『
そ
ん
な
ら
頼
み
ま
せ
ん
/
』
と
母
は
怒
っ
て
了
っ
た
の
で

|手l
木
田
独

歩
・
運
命
論
者
・
五
)

近
世
に
は
、
名
詞
「
つ
も
り
」
が
主
体
の
意
凶
な
ど
を
表
す
こ
と
も
多
く
な
る

の
で
、

た
と
え
ば
次
の
よ
う
に
打
消
の
助
動
詞
に
そ
れ
が
下
接
す
る
言
い
方
な
ど

も
、
「
打
消
意
志
L

の
「
・
ま
い
」
に
相
当
す
る
意
味
を
よ
り
分
析
的
に
表
す
一
言
い

方
に
な
り
得
た
で
あ
ろ
う
。

側
そ
の
上
わ
た
し
も
か
う
な
れ
ば
、
卑
怯
な
隠
し
立
て
は
し
な
い
つ
も
り
で
す
。

問
O 

(
芥
川
龍
之
介
・
磁
の
中
)

前
掲
の
例
川
に
は
、
「
・
:
:
う
か
、
:
・
:
・
ま
い
か
」
の
形
で
、

二
者
択
一
的
な

迷
い
を
表
す
疑
問
表
現
の
例
を
示
し
た
。
そ
の
よ
う
な
迷
い
の
表
現
に
は
、

そ
グ〉

「
:
:
・
・
ま
い
か
」
に
ψ
寸
た
る
部
分
に
「
ど
う
し
よ
う
か
」
な
ど
の
、
疑
問
詞
に
よ

(
日
)

る
不
定
万
式
の
言
い
方
が
採
ら
れ
る
こ
と
も
以
前
か
ら
時
に
あ
っ
た
。
が
、
大
正

期
頃
以
降
、
次
に
一
理
を
示
す
よ
う
に
、

寸

苫一・・・・・:フカ」

の
後
に
は
そ
の
っ
と
う

し
よ
う
か
」
な
ど
を
対
置
す
る
言
い
方
の
ほ
う
が
標
準
化
し
て
く
る
。
こ
の
点
に

、
も
、
「
土
品
い
」

の
用
途
の
衰
退
が
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。

間
私
は
杉
野
の
出
て
来
る
の
を
待
と
う
か
ど
う
し
よ
う
か
と
思
案
し
た
。
(
広

津
和
郎
・
若
き
日

-
お
手
紙
、
書
か
う
か
、

ど
う
し
よ
う
か
、
ず
ゐ
ぷ
ん
迷
っ
て
い
ま
し
た
。
(
太

宰
治
・
斜
陽
・
凹

「
禁
止
」

の
用
法
に
つ
い
て
は
、
近
附
に
入
っ
て
、
「
不
当
」
に
当
た
る
意
味
あ

い
の
両
立
性
が
衰
退
し
た
と
考
え
て
よ
い
こ
と
、

そ
の
用
法
に
、
「
う
」
に
よ
る

「
:
:
:
て
貰
は
う
」
や
「
・
:
:
を
ら
う
L

の
形
の
命
令
寄
り
の
言
い
方
と
の
対
応

が
認
め
ら
れ
そ
う
な
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
し
か
し
、
禁
止
の
言
い
方
は
時
代

と
と
も
に
、

よ
り
間
接
的
な
言
い
方
を
多
用
す
る
方
向
に
推
移
し
て
お
り
、
近
世

に
は
た
と
え
ば
次
の
よ
う
に
よ
り
間
接
的
で
分
析
的
な
言
い
方
な
ど
も
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

う

っ

ち

ゃ

っ

お

き

側
打
遣
て
お
置
。

か
ま
い

あ
ん
な
も
の
に
お
構
で
な
い
。

(
滑
・
浮
世
風
日
・
二
上

-
そ
り
ゃ
ア
か
な
ら
ず
お
あ
ん
じ
で
な
い
。
(
人
・
春
色
梅
児
誉
美
・
初
・
四
)

そ
の
よ
う
な
禁
止
表
現
全
体
の
動
き
も
、

や
が
て
「
禁
止
」

の
意
に
お
け
る

「宇品い
L

の
衰
退
に
、
何
程
か
は
関
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。



ま
た
、
例
側
・
側
・
聞
に
示
し
た
予
想
・
希
望
な
ど
の
確
認
的
表
現
の
「
ま
い

か
」
の
衰
退
に
つ
い
て
は
、
一
一
通
り
の
道
筋
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
つ
は
、
す
で

に
述
べ
た
「
打
消
推
量
」
の
「
ま
い
」
に
替
わ
る
例
制
の
言
い
方
な
ど
と
同
様
、

「
ま
い
か
」
の
働
き
を
、
打
消
と
推
量
を
併
用
す
る
「
な
い
だ
ら
う
か
」
了
包
い
で

せ
う
か
」
な
ど
に
譲
っ
て
い
く
変
化
で
あ
り
、

「
ま
い
か
」
に
相
当
す

る
確
認
的
表
現
を
、
も
っ
ぱ
ら
「
:
:
:
な
い
か
」
な
ど
の
、
推
量
語
を
伴
わ
な
い

一
つ
は
、

形
で
済
ま
せ
る
よ
う
に
な
る
変
化
で
あ
る
。

「
ま
い
」
が
口
頭
語
か
ら
後
退
し
て
い
く
変
化
に
か
ら
め
て
、
前
者
の
道
筋
を

丁
寧
語
と
共
起
す
る
例
で
示
せ
ば
、
例
側
の
「
:
:
:
ま
す
ま
い
か
」
な
ど
に
対
し

て
、
現
代
語
で
は
例
川
酬
の
よ
う
に
「
:
:
:
ん
で
せ
う
か
」
「
:
:
:
な
い
で
せ
う
か
」

な
ど
の
言
い
方
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

側
マ
ア
あ
ん
ま
り
じ
ゃ
ア
あ
り
イ
す
め
へ
か
。
(
人
・
春
色
梅
児
誉
美
・
二
・
十
)

-
お
暇
の
節
に
は
お
剣
術
を
願
は
れ
ま
す
ま
い
か
。
(
三
遊
亭
円
朝
・
牡
丹
燈

龍
・
一
一
一
)

-
し
か
し
、

そ
れ
は
内
蔵
助
殿
の
や
う
に
、

心
に
も
な
い
放
時
を
つ
く
さ
れ
る

よ
り
は
、
ま
だ
ま
だ
苦
し
く
な
い
方
で
は
ご
ざ
い
ま
す
ま
い
か
。
(
芥
川
龍

之
介
・
或
日
の
大
石
内
蔵
助
)

側
先
生
、
御
足
労
を
お
願
、
ひ
出
来
ま
せ
ん
で
せ
う
か
。
(
井
伏
鱒
二
・
本
日
休

土手へ

配当み
) 

-
あ
と
の
九
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
は
、

た
だ
待
っ
て
暮
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
で

せ
う
か
。
(
太
宰
治
・
斜
陽
・
四

推
量
語
を
伴
わ
な
い
形
で
済
ま
せ
る
よ
う
に
な
る
後
者
の
道
筋
の
変
化
は
、

ち
ら
か
と
言
え
ば
、
確
認
的
表
現
全
体
の
通
時
態
に
よ
っ
て
知
ら
さ
れ
る
傾
向
で

文
学
部
論
集

第
八
五
号
(
二

O
O
一
年
三
月
)

あ
っ
て
、

具
体
例
に
よ
る
実
証
に
は
な
じ
ま
な
い
。
し
か
し
、

た
と
え
ば
次
の
よ

う
に
「
ま
い
」
が
現
れ
て
よ
さ
そ
う
な
事
柄
の
確
認
的
表
現
も
、
「
:
:
:
な
い
か
」

に
よ
る
の
が
普
通
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
形
で
、
変
化
の
方
向
を
一
不
す
こ
と

は
で
き
る
。

制
そ
の
微
笑
に
つ
い
て
の
解
釈
も
二
つ
あ
っ
た
。

の
未
来
と
関
聯
し
て
眺
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
で
あ
っ
た
。

一
つ
は
彼
女
が
私
を
千
鶴
子

(
広
津
和
郎
・
若
き
日
・
十
)

こ
の
よ
う
に
し
て
室
町
期
に
形
成
さ
れ
た
打
消
推
量
の
助
動
詞
「
ま
い
」
は
、

室
町
期
に
お
い
て
こ
そ
、
母
体
の
「
ま
じ
」
に
近
い
働
き
を
広
く
そ
な
え
た
が
、

近
世
を
通
じ
て
認
め
ら
れ
る
の
は
、

「
打
消
推
量
」
「
打
消
意
志
」
「
禁
止
」

グ〉

義
と
「
ま
い
か
」
な
ど
に
よ
る
確
認
的
用
法
と
に
な
る
。
そ
し
て
、

明
治
大
正
期

頃
を
境
に
、

「
禁
止
」
が
衰
退
す
る
と
と
も
に
、
本
来
の
口
頭
語
性
を
失
い
、

方
で
は
打
消
の
「
な
い
」
と
推
量
の
「
だ
ら
う
」
「
で
せ
う
」
を
併
用
す
る
言
い

方
を
は
じ
め
、

そ
の
他
の
表
示
法
に
取
っ
て
替
わ
ら
れ
、
現
代
語
で
は
か
な
り
影

の
薄
い
存
在
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ど

注
(
1
)

山
口
亮
一
一
「
推
量
体
系
の
史
的
変
容
」
(
「
国
語
学
」
一
六
五
)
。

(
2
)

山
口
亮
二
「
『
天
草
版
平
家
物
語
』
の
「
ま
じ
い
」
と
ま
い
」
|
|
原
文

と
の
対
照
か
ら
見
た
打
消
推
量
の
助
動
詞
統
合
の
歩
み
|
!
」
(
『
京
都
語
文
』

五)。

(
3
)

山
口
尭
二
コ
べ
し
」
の
通
時
的
変
化
」
(
『
京
都
語
文
』
四
)
。

(
4
)

山
口
実
一
一
「
中
世
末
期
日
語
に
お
け
る
「
べ
し
」
の
後
身
|
|
『
天
草
版
平

家
物
語
』
の
訳
語
に
よ
る

l
l」
(
「
悌
教
大
学
文
学
部
論
集
」
八
四
)
。

四



「
ま
い
」
の
通
時
的
変
化
(
山
口
実

四

(
5
)

副
詞
「
よ
も
」
と
共
起
す
る
打
消
推
量
の
助
動
詞
が
「
じ
」
に
限
ら
れ
て
い

た
の
は
、
ほ
ほ
鎌
倉
期
ま
で
と
言
っ
て
よ
い
。
「
ま
じ
」
の
転
「
ま
じ
い
」
に

よ
っ
て
口
語
の
世
界
で
本
来
の
「
ま
じ
」
「
じ
」
の
統
合
が
始
ま
り
、
「
ま
い
L

が
形
成
さ
れ
た
室
町
期
以
降
の
文
語
で
は
、
次
の
よ
う
に
「
よ
も
」
と
共
起
し

て
「
ま
じ
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
出
て
く
る
。
近
世
の
文
語
で
は
、
む
し
ろ

そ
の
傾
向
が
め
だ
っ
て
く
る
が
、
こ
れ
は
口
語
の
「
ま
い
L

に
対
応
す
る
文
語

形
を
「
ま
じ
L

と
解
す
る
見
方
が
出
て
き
た
こ
と
に
よ
る
だ
ろ
う
。

-
よ
も
さ
や
う
に
は
あ
る
ま
じ
け
れ
ど
も
、
も
し
ま
こ
と
な
ら
ば
、
父
の
耳

に
入
ら
ぬ
き
き
に
鉢
か
づ
き
を
い
だ
す
べ
し
と
の
仰
せ
に
て
候
。
(
伽
・

鉢
か
づ
き
)

・
お
の
れ
は
夫
婦
の
こ
と
な
れ
ば
、
よ
も
し
ら
ぬ
こ
と
は
有
る
ま
じ
き
。

(
浄
・
出
世
景
清
・
三
)

(
6
)
(
1
)
に
同
じ
。

(
7
)
(
2
)
に
閉
じ
。

(
8
)

文
語
的
な
例
も
含
め
て
あ
げ
る
な
ら
、
「
禁
止
」
の
用
法
の
例
は
、
大
正
時

代
に
も
、
次
の
よ
う
な
例
が
拾
え
る
。

-
い
や
さ
、
旅
の
人
、
手
向
ひ
し
て
あ
た
ら
命
を
落
す
ま
い
ぞ
。
(
菊
地
寛
・

恩
讐
の
彼
方
に
)

(
9
)

そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
項
「
勧
誘
表
現
の
分
析
化
|
|
「
:
:
:
す
る
が
い

い
」
と
そ
の
周
辺
|
|
」
(
『
日
本
語
学
と
言
語
学
』
平
成
二
二
年
、
明
治
書
院

刊
行
予
定
)
に
、
少
し
言
及
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

(凶
)

(

1

)

に
同
じ
。

(
日
)
山
口
亮
二
「
禁
止
表
現
の
変
遷

i
l
文
末
形
式
と
副
詞
を
中
心
に
|
|
」

(
「
愛
文
」
一
二
六
〈
開
学
五
十
周
年
記
念
号
〉
)
。

(
ロ
)
山
口
実
二
『
日
本
語
疑
問
表
現
通
史
』
(
平
成
二
年
、

(日
)

(

1

)

に
同
じ
。

(
M
)

山
口
亮
二
『
日
本
語
疑
問
表
現
通
史
』
第
一
章
。

(
日
)
(
日
)
に
同
じ
。

(
や
ま
ぐ
ち
ぎ
ょ
う
じ
国
文
学
科
)

二
O
O
O年
十
月
十
八
日
受
理

明
治
書
院
)
第
四
章
。


